




喘息児は,その特微的症状である呼吸困難の為に,日常制限の多い生活になり易

い。難治性の重症喘息であれば,発作を抑制する薬剤に頼ることが多くなり,ま

た生活の制限もより強くなりがちである。そして家族および患児自身の不安が

増せば,薬剤への依存,生活に対する制限も必要以上に強くなることも容易に考

えられる。サマーキャンプは,このような児童に対する,適切な治療および運動

負荷を,24 時間の観察により検討することが可能であり,更に患児に生活に対

する自信をうえつけるには最も効果的な集団鍛錬療法の一つである。


